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沖縄におけるビワの加害昆虫について

宮竹貴久*')・仲宗根智＊・東清二＊＊

（＊沖縄県中部農業改良普及所・ ＊＊琉球大学農学部）

MIYATAKE，SatoshiNAKAsoNE，ａｎｄＳｅｉｚｉＡｚｕＭＡ：ＴｈｅｐｅｓｔｓｏｆｌｏｑｕａｔTakahisaMIYATAKE，Sat

intheOkinawalsland．

１．はじめに

本論では､沖縄で発生の見られたビワの加害昆

虫の種類を挙げるとともに、それらの発生時期に

ついて年間のビワの栽培体系と比較し考察する。

本文に先立ち、調査期間を通じて､便宜をはかっ

て下さった、沖縄県農業試験場名護支場（当時）

の宮城光則氏、沖縄県中部農業改良普及所の与那

原久夫所長に深謝の意を表する。

沖縄県では近年果樹栽培が盛んになってきてお

り、温帯果樹のビワは果樹複合経営の１作物とし

てとらえられている（沖縄県、1986）。沖縄にお

けるビワの栽培面積は、1982年に２ｈａであった

が､1983年に３ha、1984年に６ha、1985年にl1ha、

1986年に16ha、1987年に24haと指数的に増加し

ている（沖縄総合事務局統計情報課､未発表資料)。

これに伴い出荷量も1985年に１トン、1986年に３

トン、1987年に５トン（沖縄総合事務局統計情報

課、未発表資料）、そして1988年に１１トン（沖縄

県経済連、未発表資料）と増加しつづけている。

このようにビワは温暖な沖縄の気候を利用した早

期出荷が可能なため栽培が著しく伸びつつある。

ビワの害虫については、これまで他府県で数例

調べられているが（日本応用動物昆虫学会、1980；

大串・大久保、1987；山口・大竹、1986；大久

保、1989a，ｂ、等）、研究例は少ない（大久保、

1989b参照）。また、亜熱帯地域に位置する沖縄

県では、これまでビワの害虫に関する研究は全く

なされていない。

２．方法

1988年４月から1989年４月までと、1989年８月

に、ひと月に１，２度ビワ園を巡回調査した。ビ

ワを加害している昆虫を見つけた場合、場所、月

日、加害虫の種類、発育ステージ、加害部位を記

録した。調査は、沖縄島の東村（Ｈ）、名護市

(Ｎ）、沖縄市（Ｏ）、嘉手納町（Ｋ）と石垣島の

石垣市（１）でおこない、このうち名護市、沖縄

市、嘉手納町、では周年調査したが、東村では

1988年の７月と12月に各１度ずつ、石垣市では

1989年の１月に１度だけ調査した。
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３．結杲

調査の結果、ビワを加害する昆虫は、４目、１２

科、１６属、１７種に及んだ。以下にこれまでに確認

された各種類について、加害様相、採集された時

期及び場所を示す。

１９８８．４．２２（Ｎ），１９８８．５．３１（Ｎ），

１９８８．６．２９（Ｋ），１９８８．７．２６（Ｋ），

１９８９．４．７（Ｏ）

6．オオミノガ、EumetaJqpomca

Heylaerts

幼虫が成葉に寄生し、葉にまるい直径20ｍ

以下の食痕を残す。

１９８８．６．２９（Ｋ），１９８８．７．１２（Ｈ），

１９８８．７．２６（Ｋ），1989.4.7（Ｋ），

１９８９．４．１７（Ｏ）

7．ニトベミノガ、Mtzhcuse7zaazLmea

Butler

幼虫が成葉に寄生する。葉の表面をけずり

取ったような食痕を残す。かなりの密度で

発生する場合がある。

１９８８．７．１２（Ｈ），1988,12.6（Ｎ)，

１９８８．１２．１６（Ｈ）

8．クロッヤミノガ、Ｂａｍ６ａＺｍａｓｐ・

幼虫が成葉に寄生し、葉にまるく直径５ｍｍ

程度の食痕を残す。

１９８８．１２６．（Ｎ），１９８８．１２．１６（Ｈ），

1989.3.22．（Ｎ）

9、タイワンキドクガ、Et4pmctistaizua7mL

ShiTaki

幼虫が葉及び果実を加害する。果実に付着

した場合は、孔を堀りながら食入する。

1988.7.12（Ｈ）：葉を加害，1989.1.12（１）

：果実を加害，1989.412（K）：葉を加害

10.コシロモンドクガ、O7gyjaposticZz

Walker

幼虫が葉を加害する。

１９８８．５．３１（Ｎ）

11．マエグロマイマイ、Ｌｙｍａ７Ｚ賊αⅣZZ7Za

Swinhoe

幼虫が成葉を加害する。４月から６月に集

中して発生する。大型種なので、多く発生

した場合は被害が大きい。マンゴーにもよ

半翅目：Hemiptera

l・ミカンミドリアブラムシ、Ａｐｈｉｓ

ｃｉｍｃＭｚｖａｎｄｅｒＧｏｏｔ

新芽に寄竺上する。

1988.12.5（Ｏ），1988.12.6（Ｎ)，

1989.3.22（Ｎ）

２．フロリダロウムシ、Cempmstes

／ZWidmsisComstock

硬化した成葉に寄生する。

１９８９．３．２２（Ｎ），1989.47（ｏ）

３．アオパハゴロモ、

Geis肋虚srZ7zctissZ77mWalker

初夏に発生し、新梢の枝部位から吸汁する。

希にしか付着しているのを見ない。

アザミウマ目：Tysanoptera

４．ハナアザミウマ、ｍｈ７１ｉｐｓノ、u）αZfe7zsis

Morgan

花に寄生する。つぼみにも群がり、多い年

には、１花当たり10個体以上が付着する。

果実の外観に被害を及ぼしているかどうか

については明らかでない。

１９８８．１２６（N），１９８８．１２．１２（Ｈ），

１９８８．１２．１５（Ｏ）

鱗翅目：Lepidoptera

５．…チャノコカクモンハマキ、

AdOmphDﾉｅｓｓｐ，

新芽（または若い葉）によく寄生し、幼虫

が葉を巻き、その中で生活しながら葉を食

べる。
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く発生する。

1988.4.22（Ｎ），１９８８．４．２８（Ｋ），

１９８８．５．１１（Ｋ），１９８８．６．２９（Ｋ），

１９８８．７．２６（Ｋ），１９８９．４．７（Ｏ），

１９８９．４．１２（Ｋ），１９８９．５．１２（Ｋ）

12．イワサキカレハ、

CycZOp/mZg77zassp．〃ａｓα航Nagano

幼虫が成葉を加害する。

１９８８．４．２２（Ｎ），１９８９．３．２２（Ｎ），

1989.4.28（Ｋ）

13．サビモンルリオピクチバ、

ＩＳＣﾉｶJ'Zα九7γi/mctaWalker

７月から１１月に発生するが、最も多いの

は秋枝の出る８，９月である。幼虫は、新

芽（または若い葉）を食べる。成虫は柑橘

類の２BｸUip害種として知られる。終齢幼虫

は黄褐色で、昼間は新梢の枝に巻き付いて

休んでおり、夜に新芽を食べる。幼虫は、

茶褐色の直径５～８ｍ程度のフンをするの

で、新梢の近辺で、このフンを捜せば存在

が容易にわかる。

1988.8.23（Ｋ），１９８８．９．１（Ｏ），

1988.9.8（K），1988.9.9（N），

１９８８．１０．１７（Ｎ），１９８８．１１．４（Ｋ），

１９８９．７．２６（Ｎ）

14．オオルリオビクチバ、

ＩＳＣ/tJ）Zama7zZZaCramer

サビモンルリオビクチバと形態、生態とも

によく似る。奄美大島および徳之島におい

てもビワの新芽を食べる重要害虫とされて

いる（宮田ら、1989）。

1989.8.4（Ｎ）

横径３ｍ程度の小判形の、葉の表面を削り

取ったような食痕を残す。

１９８８．５．３１（Ｎ），１９８８．６．２９（Ｋ)，

１９８９．４．１２（Ｋ）

16．オキナワアオドウガネ、

A7zomakzaZ60pZZosasubsp・yashiroi

Sawada

成虫が葉を食害する。葉の葉脈だけ残して

食べる。特に山間部や他の果樹園が隣接し

ている場所で大発生することがある。調査

した場所で葉、名護市でのみビワに発生が

見られた。

１９８８．５．３１（Ｎ），１９８８．６．２７（Ｎ），

１９８８．６．３０（Ｎ）

17．ハイイロクチブトゾウムシ、

CyphicerzLs虎ucﾉti6uto7zzLsKono

成虫が比較的若い葉を食害する。春先に発

生する。

１９８９．４．２５（Ｎ）

以上17種の他に、種名を確認していない種を３

種確認した。すなわち、

（１）枝の中に潜孔する幼虫で、これが入るとそ

の枝は枯死するので、発生が多くなるとか

なりの被害を伴うと考えられる。

１９８９．９．１．（Ｏ），1989.4.7（Ｏ）

（２）シャクガの一種の幼虫で、葉を加害する。

１９８８．６．１３（Ｎ），１９８８．６．２７（Ｎ），

１９８８．６．３０（Ｎ），１９８８．７．１５（Ｈ），

１９８９．４．１２（Ｎ）

（３）ナミシャクの一種の幼虫で、新芽を加害す

る。

１９８８．４．２２（Ｎ），1988.5.31（Ｎ），

１９８８．６．１３（Ｎ），1988.6.27（Ｎ）

4．考察

これまでに他府県で調べられたビワの加害昆虫

目録（大久保、1989b）と、今回の沖縄のものを

鞘翅目：Coleoptera

l5・セモンジンガサハムシ、

CbssjdtzUelsZcoZOrBoheman

成虫が葉を食害する。縦径５ｍｍ～10mm、
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比較すると、他府県では、半翅目12種、鱗翅目６

種、アザミウマ目４種、鞘翅目４種の計26種が確

認されている。これに対し、沖縄では、半翅目３

種、鱗翅目10種、アザミウマ目１種、鞘翅目３種

の計17種となった。他府県では、半翅目の割合が

高いのに対し、沖縄では鱗翅目の多さが目だって

いる。ただし、今回の調査期間は１年であるため、

沖縄では今後調査を継続すれば、さらにその種類

は増すと考えられる。また、これらの種のうち、

他府県と沖縄で同一種は、チャノコカクモンハマ

キ，オオミノガ、オオルリオピクチパの３種のみ

で、亜熱帯地域の沖縄では、加害昆虫相が他府県

のそれとかなり異なることがわかった。

また亜熱帯地域では、ビワの成長は早く、他府

県とはかなり異なる。これらのことから、沖縄で

ビワの害虫防除を考える場合には他府県の防除体

系をそのまま適用するには問題があろう。

そこで、今回見られた加害昆虫の発生を、加

害部位と発生時期の両面から、沖縄でのビワの栽

培体系と比較して、模式図として図１に示した。

沖縄では、ビワは収穫後の４～６月に夏枝（果痕

枝）が発生し、これが11月頃に開花して翌年結実

するのが一般的な栽培体系である。しかし、夏枝

のうち細いものは、大型果実を収穫するために１０

月に摘らい（または摘房）する。これらの枝には

１月から２月に春枝が発生し、この枝からふたた

び４月から６月に春枝の副梢が生じる。一方、今

回調査した昆虫種は加害様相によって、（１）新

芽（または若い葉）を加害するもの、（２）成葉

を加害するもの、（３）花を加害するもの、（４）

果実を加害するものの４タイプに分けられた。こ

れらをビワの各栽培段階と比較すると、夏枝及び

春枝の副梢の新芽（または若い葉）にはチャノコ

カクモンハマキが、この時期の成葉には、ドクガ

類（タイワンキドクガ、コシロモンドクガ、マエ

グロマイマイ、イワサキカレハ）、ミノガ類

(オオミノガ、ニトベミノガ、クロツヤミノガ）、

甲虫類（オキナワアオドウガネ、セモンジンガサ

ハムシ、ハイイロクチプトゾウムシ）がおもに発

生した。また、秋枝の新芽（または若い葉）には

月 ４５６７８ ９１０１１１２１２３

開花果実肥大｜収穫
ビワの

栽ｄ各体系

新梢の

出る時期
ﾉ、／ミンミゾヘヅ、ジベヱミゾーグーベジ、ソ、／ミゾーグベプーダ､ソ、ゾ、ゴ、ジ

加害部位

(1)新芽
チャノコカクモンハマキ ルリオビクチバ類

亜

F亨亨ﾐ言二lL二万二扉三二訂

(2)成葉 ドクガ類、ミノガ類、甲虫類

(3)花

(4)果実

図１．～沖縄におけるビワの栽培体系と加害部位別にみた加害昆虫発生時期との関係模色図
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ルリオビクチバ類（サビモンルリオビクチパ、オ

オルリオピクチバ）が発生した。ニトベミノガと

クロツヤミノガは、１２月にも見られ成葉を加害し

た。また、花にはハナアザミウマが発生し、果実

にはタイワンキドクガが発生した。このように、

加害昆虫の発生時期は、加害部位によって分類す

ることで、ビワの各栽培段階とよく一致すること

が分かった。

今後は、加害部位別に見た昆虫の発生時期を基

にして防除体系を考える必要があろう。さらに各

種について経済的被害程度と発生消長を調査する

ことが必要である。
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